といった の は、 二十 八、 九の、 これ も 貧しげ で 物 ほ 

しそうで、 そうして 卑しげ な 浪人で あつたが、 頤 にや 

けどの あとが あった。 「姿 を やつして 立ち 廻り、 外へ 

出た ところ を さらう がよ かろう」 

「駄目 だ、 駄目」 

と 抑えた の は 例の 美男の 武士であった。 

「期限が あるの だ、 誘拐の 期限が。 それ を 過ごす と 無 

駄 になる。 外へ 出た ところ を さらうな どと、 悠長な こ 

と はして いられない。 今夜 だ、 今夜 だ、 今夜のう ちに 

さ ら え 」 

「では I 



漕ぎ 付けた。 今夜 さえ 過ごせば もうよ かろう。 勝利 は 

こっちの ものになる。 そうしたら 俺達 は 自由になる。 

お前の 意志から 解放され る。 明るい 日の目 も 見られる 

だろう。 …… それにしても 俺 は 忘れない。 俺達 を 縛つ 

た 四カ条 を！ あれ は 普通の 人間に は 考え も 及ばぬ 残 

酷な もの だ。 巧妙な ものと いっても いい。 …… 破壊せ 

ば いくらでも 破壊され る！ 手間暇 も いらず 簡単に、 

しかも 何らの 非難 も 受けず —— ところが 俺に は 出来な 

かった。 そういう ことの 出来ない ように、 いっか 『慣 

ら され』 てし まった からだ。 それ をお 前 は 知っていた _ 

そこで そいつへ 付け込ん だの だ。 そうして ああい ぅ条 



夜 限りに！」 武士の 声に は 真剣 さがあった。 

「でも、 お 父 様の ある 限リは …… 」 こういった 娘の 声 

の 中には、 いよいよ 思慕 的の 響きが ある。 

と、 泣き声が 聞こえて 来た。 

娘が 泣いて いるの らしい。 

まだ 宵で ある。 で 静か だ。 屋敷 は 郊外に あるら しい _ 

「行って おいで！」 と 武士の 声が した。 

「はい」 と 娘の 声が した。 

後 は 森閑と 静かで ある。 

間もなく 門の 開く 音が して、 それが 遠々 しく 聞こえ 

て 来たが、 すぐに 閉じる 音が した。 



ここに 一 人の 武士が あった。 

微禄で はあった が 直参であった。 といった ところで 

たかが 御家人、 しかし 剣道 は 随分 たっしゃで、 度胸 も 

あれば 年 も 若かった。 悪の 分子 もちよつ と あり、 俠気 

もあって ゴロ ン棒 肌で もあった。 名 は 結 城 旗 ニ郎、 欠 

点と いえば 美男と いう ことで、 これで 時々 失敗 をした。 

「ァレ —ッ …… どなた か— 助けてく ださ い 

よ ー ッ」 女の 悲鳴が 聞こえて 来た。 

お 訛え 通り わるが 出て、 若い 女 を いじめて いるら し 
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「馬鹿め！」 

と 抜いた 旗 ニ郎、 ピッ シリ、 平 打ち、 撲り 倒した。 

一 里. 04 ！ 」 

ともう 一 人 飛び込んで 来た。 

「う ふん」 

ピッ シリ、 撲リ 倒した。 

「逃げろ— ッ」 

三人、 逃げて しまった。 

「あぶない ところで、 怪我はなかった かな？」 こうい 

う 場合の 紋切り型 だ、 旗ニ郎 娘へ 声を掛けた。 

すると 娘 も 紋切り型 だ。 「はい 有難う 存じました。 



気持ちが した。 「それで は ご 自分の 屋敷の 前で、 かど 

わかされようと なされた ので？」 

「はい さようで ございます」 

「つまらない 話で」 と 鼻白んだ。 せっかくの 武勇伝 も 

うか つ 

駄目に なった からだ。 「が、 それにしても 迂濶 千万！ 

…… 何 さ 何 さあな たで は ござらぬ。 あなたの 家の人 達 

のこと で。 …… あれほど 悲鳴 を 上げられ たのに、 出て 

来られぬ と はどうし たもので」 こうはいった ものの 馬 

鹿ら しくな つた。 (そんな こと どう だってい いで はな 

いか。 こっちに かかわり ある ことで はない。 先様の ご 

都合に 関する こと だ) 「では 送る にも 及びます まいな」 



(あたりまえ さ！) とおかし くな つた。 (十 足 も あるけ 

ば 家の 中へ はいれる) 「ご免」 と い いすて ると あるき 出 

した。 (どうもい けない、 儲け そこなつ たよ) 

だ が そ の 時 娘が とめた。 「どうぞお 立ち寄り くださ 

いまし。 お礼 申しとう 存じます。 あの、 父に も 申し ま 

して」 それから 門 を トン トンと 打った。 「爺 や 爺 や、 あ 

けて おくれ」 

「へ— ィ」 と 門 内から 返辞が あって、 すぐ 小 門が ギ— 

と 開いた が、 「お 侍 様え、 おはい リ なすって。 …… さあ 

お 嬢 様、 あなた からお 先へ」 

「はい」 と 娘、 内へ はいった。 「どうぞお 立ち寄り くだ 



ろが ある。 といっても それが 悪い 心から、 発して いる 

ものと は 思われない。 で、 もちろん、 加工 的で もない _ 

自然と そんなよ うになる のらし い。 だからい よいよ 変 

なので ある。 

何 かに 脅え ている のらし い。 何 かに 鎚 ろうとし てい 

るの らしい。 助けられたがって いるの らしい。 —— つ 

まり そんなよ うに 見える ので あ つ た。 

「どうも 不思議な 人物 だな。 …… 変な ところへ 入り込 

んで しま つ た」 

結 城 旗 一 一郎 は 気味 悪くな つた。 

「俺の 意志な ど 勘定に も 入れず、 勝手に 決めて しまう 



らく 花 を 揺すった のであろう。 プ ー ンと 芳香が 馨 つて 

来た。 

「驚いた な あ、 何ん という こと だ。 物騒 千万、 注意が 

肝腎。 …… 槍 進上と は胆が 潰れる。 …… 待てよ 待てよ、 

何ん とかいつ たつけ 『先刻 は ご苦労、 まさしく 平 打ち、 

ピ ッシリ 肩先へ 頂戴して ござる』 はは あそうす る 

とさつき 方、 この 家の 娘 を 門前で、 かどわか そうとし 

た 奴 だな 9 ふうむ、 それで は あいつら が、 潜入 

をして いるものと 見える。 いよいよ 物騒、 うつち やつ 

て は 置け ない。 葉末と かいう 娘の ため、 ここの 庭から 

駆り 出して やろう」 



というの は 旗ニ郎 抜き身 を 下げ、 用心しながら 先へ 

進み、 竹 藪の 前まで 来た 時で ある、 竹 藪の 中から 声が 

した。 

「お 手 並 拝見して ござる。 なかなか もって 拙者な ど、 

お 相手す る こと 出来 ませぬ。 先刻の 平 打ち も 見事の も 

の、 十分 武道 ご 鍛練と 見受けた。 ついては お願い、 お 

聞き届け くだされ。 …… ずっと 進む と 裏門になります。 

そ - から 参る で， 、- J ざ いましょう、 十数 人 の 武士 ど もが。 

…… 今回 こそ は ご 用捨な く、 手練で お打取り ください 

ますよう。 …… それ こそ 葉末 殿のお ためで ござる。 ま 

た、 ご主人の おためで ござる。 ご免」 と 一 声！ それつ 



きりであった。 いや、 ガサ ガサと 音が した。 竹 藪 を 分 

けて どこともなく、 どうやら 立ち去つ てし まったら し 
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「何ん という こと だ」 と 旗 一 一郎、 本当に 驚いて 突っ立つ 

た。 

「き やつら 敵ではなかった のか。 葉末 殿の ため、 ご 主 

人の ため、 こういつ たからに は 敵で はなく、 味方で あ 

ると しか 思われない …… 。 では なぜ 切り込んで 来たの 

であろう？ では なぜ 葉末と いう あの 娘 を、 かどわか 

そうとした のだろう？ 何が 何んだ か 解らない。 解つ 

ている こと はた だ 一 つ だ、 怪しい 館 だとい うこと だけ 



I で、 なお 様子 をう かがった。 

と、 男の 声が した。 「どっちみ ち 油断 は 出来ない の。 

うかう かしていて その 御家人に、 玉 を 取られて は 一大 

事 だ。 …… よしよ しすぐ に 手配り をしょう」 

「それが いいよ」 と 女が いった。 「それで は 私 は 帰る 

としょう」 

そこで 女 は 木立 をく ぐり、 母屋の 方へ 帰った が、 間 

もな く ポッツ リと 土塀の 上へ、 一 つの 人影が 現われた。 

覆面 をした 武士で ある。 とまた ポッツ リ ともう 一 つ、 

同じく 覆面 姿の 武士が 土塀の 上 へ 現われた。 

隠れ 窺って いた 旗 ニ郎、 「はは あ 切り込みの 武士 達 



の 中に 晒ら されて いる。 背が ム クム クと波 を 打つ。 そ 

れ につれ て 肩が S 形に うねる。 左の 胴から 黒い ものが、 

ズ ルズ ルズ ルズ ル 引き出されて い る。 昼間 見たら 真 つ 

赤に 見えた だろう、 傷口から 流れ出る 血な の だから。 

と、 まったく 動か なくなった。 

「どうした 島路」 という 声が した。 土塀の 上の もう 一 

人で ある。 と、 ヒラリ と 飛び下りた。 「不覚 だの、 転ん 

だの か？」 

腰 を かがめて 視き 込んだ。 

そこ を 目掛けて 旗 ニ郎、 またも ス ルス ル とい ざり 出 

たが、 今度 は 瞬間に スッと 伸ばし、 背高々 と 爪立った 



「とにかく ゥンと 働く の だ。 見せつ けて やろう ぜ、 ^ 

えた 腕 を。 だが」 と 母屋の 方 を 見た。 「肝腎の 娘 は ど 

うして いるんだ。 肝腎の 主人 はどうして いるんだ。 い 

やに 静まって いるで はない か ：：： ォッ、 足音！」 

と 耳 を 立てた。 

シ トシ 卜と 足音が 聞こえて 来る。 だが 姿 はわから な 

い。 木立 を 縫って 来る からだろう。 

不意 に 足音が 消え てし まった。 

と 思った 時 また 聞こえた。 

「はてな？」 と 眩いた の は その 足音が、 二手に 別れた 

からで ある。 



る、 四ッの 箇条書き を 見た 人 は、 非常に 驚く に 相違な 
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時計の 真下、 振子の 下に、 張り紙 は 張って あるので 

あった。 

「八 分 前 だ！」 

呻く ような 声！ 琢磨の 口から 出た ので ある。 

と、 島 子の 声が した。 

「こちら をお 向きなさい まし」 

だが 琢磨 はまたい つた。 

「四 分 前 だ！ もうす ぐ だ！」 

「こちら を ご覧なさい まし。 き つ と 見る ことが 出来 ま 



四 カ条を 記した 張り紙で ある。 

風かない し は 幽霊の 手 か？ どっち かが その 紙 を 壁 

から 放し、 床の 上へ 落とした に 相違ない。 

十三 

「何んでも なかった ので ございま すよ。 つまり 私の 役 

目と いえば、 用心棒に 過ぎなかった ので。 原因 は 四 力 

条を 書き記した、 張り紙な ので ございま すよ。 で、 そ 

れ からい うこと にしましょう。 (一) 養女と 良人と 結 

婚 すれば、 財産 は官へ 寄附す る 事 (二) 養女が 二十歳 



になる までに、 養女が 死ぬ か 良人が 死ぬ か、 ないし は 

二人 死去す るか、 そういう 場合に は 財産 は、 全部 情人 

が 取るべき 事 (三) 養女 満 二十歳に なった 瞬間、 その 

養女が 誰かと 結婚 すれば、 財産 は 養女と 良人と が、 半 

分ず つ 分けて 取るべき 事 (四) 養女が 二十歳になる ま 

でに、 良人が 他の 女と 結婚 すれば、 財産 は 情人と 養女 

とが、 半分ず つ 分けて 取るべき 事。 —— というの が 

四 カ条の 箇条書き なので。 そうして これ を 書いた の は、 

養女 —— すなわち 葉末さん です が、 その 葉末さん の 養 

母で あり、 そうして 三蔵 琢磨 氏の 家内、 陸 女と いう 女 

だとい うこと で。 晴人 というの は 他で もない、 花 垣 志 



かれ —— 業病だった という ことです が —— 死んで し 

まった ので， 、- J ざいます よ。 と - ^ ろが 死んで 行く 前 ま で 

も、 養女と 良人との 関係が、 どうに も 心に かかって な 

ら ない。 そこで そんなよ うな 遺 言 を とても 意地の 

悪い 遺言 を、 残して 行った の だとい うこと です。 ナ— 

二 本人 は 死んで いるんだ、 そんなつ まらない 遺言なん 

か、 履行し なくたって いいので すが、 その 琢磨 氏と い 

う 人が、 西洋の 学が 大 すきで、 こっそり 研究して いる 

うちに、 死者の 遺言と いうよう な もの を、 尊重す るよ 

うにな つたので、 こだわって しまったので ございます 

ね。 だが やり 口が ひどい というので、 時々 夜な ど 遺言 



末さん と は、 どんなく らし をして いる やら、 参った こ 

ともありません ので、 とんと 一 向 存じません が、 琢磨 

氏 は 学者で 人格者、 恐らく 独身で 書斎に 籠もり、 その 

西洋の 学問なる もの を、 勉強して いる ことで ございま 

しょう。 ええと そうして 葉末さん は、 事実 琢磨 氏 を 愛 

していた ので、 西洋の 言葉で いいます と —— これ は琢 

磨 氏に 聞いた のです が、 何ん とかいつ たつけ、 プラト 

ニック. ラヴ か —— 心ば かりの 恋をさ さげ、 肉体 は 依 

然として 処女の ままで、 奉仕して いる ことで ございま 

しょう。 ：：： いや、 何ん にしても あの 晚は、 私に とつ 

て 面白かった 晚で、 剣俠 になった ので ございま すから 
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